
睦・勝田台・村上公民館 合同開催講座

3館合同企画のハーモニカコンサートが勝田台文化センターで開催されました。

会場を埋め尽くすほど大勢の方にご参加を頂き、大盛況のコンサートになりました。

“ハーモニカの伝道師”浅見安二郎氏の超絶技巧が光るタンゴやブルースの演奏、

スチールギターとのセッション、懐かしの名曲を参加者全員で歌うなどの充実した

プログラムに思う存分お楽しみいただけたのではないでしょうか。

Set List
オレンジ・ブロッサム・スペシャル（ETローズ）
ミケランジェロ（松田幸一）
ダニーボーイ（アイルランド民謡）
川の流れのように（美空ひばり）
セントルイス・ブルース（WCハンディ）
イエスタディ（ビートルズ）
パリの空の下（ユベール・ジロー）
故郷に帰りたい（ジョン・デンバー）
ユア・マイ・サンシャイン（デービス＆ミッシェル）
アメージング・グレイス（ゴスペル曲）
見沼魚釣りブルース（浅見安二郎）
浜辺の歌（成田為三）
夜が来る（小林亜星）
リベルタンゴ（ピアソラ）
チェルダシュ（モンティ）
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2025年2月9日開催

1952年埼玉県川口市生まれ、現在も在住。

20歳の頃フォーク・ミュージックに目覚め、ブルースハープ

を独学で学ぶ。1989年から、ブルースハープの第一人者

である松田幸一氏のアリズ・ハーモニカ・ワークショップで

講師を勤め、現在はレコーディングやライブ活動のかたわら

カルチャースクールなどでハーモニカの指導に携わり、

“ハーモニカの伝道師”として活躍中。

タンゴ・カントリー・クラシックと演奏ジャンルは幅広く、

三味線と共演するなど可能性を追求し続けている。

これがブルースハープ。
穴が１０個の小さなハーモニカ。
吹いて吸って２０の音が出ます。
キー（音階）ごとに持ち替えます。

ベンディング・重音・ハンド
ビブラートなどの奏法を
駆使することでブルージーな
音楽にマッチすることから、
ブルースハープと呼ばれています。


